Dilemmas of Leadership by 田杉, 競
Titleリーダーシップのディレンマ
Author(s)田杉, 競
















? ? ? ?
ょ



































1) Barnard， C. 1.: The Fu飽師ns01 th.e E:w;utive， 1938山本安次郎，回軒 続，飯野春枇釈，
新訳経営者の役割。
2) 田杉競新版人間関係a 第6章， 123頁以下。
3) Barnard， C.1.: On:a削却d印刷dM，副司ω即叫 1918，pp. 39-47 



























4) Dubill， RニHum脚 Relationsin Ad協同istralion.3 rd ed.， 1968， pp. 385-388 



























5) バナード前掲訳書j 第17章， 269頁以 h



























6)拙稿パナ ドのリ ダ γップ再論，鮭開請輩，第100巻第5号。























































8) パナ ドー前掲訳書， 285頁。








バ ナ ドはし、う o 組織の機能要因としてのリーダーたちは正式に指名され




























ることによってかえってトリ V/'マ (3つの困難な条件)が作りだされるの す
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ホメオスタシス媒 介 順 向
母 O × 
の、指ー向ソナりティ 人間・課業融合 O @ X 
アイディア課業 × O 自
。主要行為 O 二次行為 ×回避行為
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